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利用

全体概要 ～ 「エネルギーキャリア」課題の取組み
〈CO2 フリー水素バリューチェーンの構築〉

2

天然ガス
石油
石炭

再生可能
エネルギー

● 水素は様々なエネルギー源から製造可能で、燃料にも電気にもなる。
(大幅なCO2排出削減が可能)

● 水素は低熱量の気体であり、運搬・貯蔵が困難。水素を大量輸送する技術
（エネルギーキャリア）や水素をエネルギー源として利用する関連技術の開発が重要。
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2015-2020 2020-2030 2030－

• 水素・エネルギーキャリ
アによる高効率発電の
実証

• より大規模な実証

• 日本の水素関連
産業が世界市場で活躍

水素の「製造」、「輸送・貯蔵（キャリア）」、「利用」に関する技術開発を産官学の連携、ALL 
JAPANによる取り組みを強力に推進することにより、2030年までに日本が革新的で低炭
素な水素エネルギー社会を実現し、水素関連産業で世界市場をリードすることを目指す。

• 左記の普及拡大

• 水素発電の導入

• 燃料電池自動車、燃料
電池コージェネの普及
開始

• 大規模水素発電

• ＣＯ2フリー水素の大量
導入

• 安価なＣＯ2フリー水素の
製造技術、エネルギー
キャリアとその利用技術
の開発

• 2020オリンピック・パラリ
ンピックを契機とした水
素タウン（仮称）実証

水素タウン実証で、2030年以降の本格的な水素社会を
先取りして実現するプランを検討する。

ビジョン
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対象分野と研究開発項目
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家庭用燃料電池オンサイト改質

【水素・エネルギーキャリア導入シナリオの検討・検証】
水素が社会に導入される条件の明確化および導入シナリオ策定。技術目標の妥当性確認や戦略策定に活用。

アルカリ水電解

次世代水電解

高温水蒸気水電解
（SOEC)

副成水素
気体水素輸送

（高圧力化）

水素エンジン

水素ステーション

燃料電池車

【基準策定】 経済産業省：高圧ガス保安法、国土交通省：液化水素運搬船の安全基準の整備・国際基準化、
総務省（消防庁）：消防法に係る規制 等

水素製造 キャリア転換・大規模輸送・貯蔵システム 水素利用水素源

固体高分子水電解

＜水分解技術＞

水蒸気改質

＜改質技術＞化石燃料

製鉄所、製油所
石油化学ﾌﾟﾗﾝﾄ
油田、ガス田
炭田、褐炭等

水
＋

再生可能
エネルギー

大規模水力
ウインドファーム
太陽熱、太陽光等

ガス化
＜気体水素＞

＜液化水素＞

水素タービン

＜アンモニア＞

直接利用

（２）アンモニアを用いたエネルギーキャリアの開発

＜有機ハイドライド＞

（３）有機ハイドライドを用いたエネルギーキャリアの開発

太陽熱利用

貯蔵システム
・脱水素技術開発分散型アンモニア合成

アンモニア燃料電池
アンモニア直接燃焼

貯蔵システム
・脱水素技術開発

＜メタン＞

高効率メタン化触媒

（５）エネルギーキャリアの安全性評価

業務・産業用燃料電池

経産省
（エネ庁除）

経産省
（エネ庁）

既
存

担
当

貯蔵システム
（タンク・液水ポンプ） 液化水素ﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞシステム

開発とルール整備

中性の水を用いた
水分解

文科省

SIPテーマ

（４）液化水素の利用技術

（1）太陽熱を利用した
水素製造

水素分離膜脱水素

溶融塩電解合成法

省エネルギーな
革新的アンモニア

合成法の開発

水素ステーション


